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オー君  「あれあれ？何
なん

だ、こりゃ？」 

花ちゃん 「ははーん。なるほど。今日
き ょ う

は、針葉樹
しんようじゅ

のお話
はなし

というわけですね。モンタ博士！」 

モンタ博士「ピンポーン。そのとおり。今日
き ょ う

はね、針葉樹
しんようじゅ

のお話
はなし

さ。」 

オー君  「な、な、何
なん

だよ。そのしん・・・なんとかって・・・何
なん

だ？」 

花ちゃん 「あれあれ、忘
わす

れちゃったの。オー君
くん

。葉
は

っぱが細長
ほそなが

くて、針
はり

のよう葉
は

っぱを

つける木
き

を針葉樹
しんようじゅ

というのよ。」 

オー君  「あ！ぼく、思
おも

い出
だ

した。マツとか、スギなんかも針葉樹
しんようじゅ

というんだよね。 

      でも、ちょいと待
ま

てよ。そんじゃ、ふつうの葉
は

っぱは何
なん

ていうんだ。」 

モンタ博士「ほほー。なるほど。いい質問
しつもん

だ。花ちゃん。知
し

ってるかな。」 

モミ イヌガヤ ツガ 



花ちゃん 「ええっと・・・ふつうの葉
は

っぱは・・・落葉樹
らくようじゅ

？いや、ちがうわ。常 緑 樹
じょうりょくじゅ

？

いや、これもちがうか・・・あー・・・。何
なん

だかわからなくなっちゃった。」 

モンタ博士「そうだね。それじゃ、今
いま

からきちんと整理
せ い り

しようね。」 

花ちゃん 「葉
は

っぱの復習
ふくしゅう

ということですね。」 

オー君  「うん。そうだ。そうだ。復習
ふくしゅう

しよう。針葉樹
しんようじゅ

でない葉
は

っぱを何
なん

ていうかだっ

たよね。」 

モンタ博士「まず、針葉樹
しんようじゅ

というのは、針
はり

のように細
ほそ

いからだね。一番
いちばん

の代表
だいひょう

はマツだね。

マツはみんなも見
み

たことがあるよね。マツの葉
は

っぱは本当
ほんとう

に針
はり

のようだね。

それに対
たい

しての葉
は

っぱが広
ひろ

いものを広葉樹
こうようじゅ

というのさ。つまり、葉
は

っぱの 形
かたち

についてのよび方
かた

だね。」 

オー君  「落葉樹
らくようじゅ

とか常 緑 樹
じょうりょくじゅ

というのは・・・？」 

モンタ博士「まず、落葉樹
らくようじゅ

というのは、漢字
か ん じ

を見
み

てもわかると思
おも

うけど、冬
ふゆ

になると、葉
は

っ

ぱを落
お

としてしまう木
き

だね。それに対
たい

して常 緑 樹
じょうりょくじゅ

というのは、 常
じょう

という

漢字
か ん じ

があるけど、その意味
い み

は「いつも」ということだ。だから、いつも緑
みどり

色

で冬
ふゆ

でも葉
は

っぱをつけているということさ。つまり、ケヤキやサクラやクヌ

ギは落葉樹
らくようじゅ

で、ツバキやカシの木
き

は常 緑 樹
じょうりょくじゅ

というのさ。マツも常 緑 樹
じょうりょくじゅ

さ。」 

花ちゃん 「わかりました。わかりました。これでやっと整理
せ い り

がつきました。」 

オー君  「よかったね。花
はな

ちゃん。」 

モンタ博士「あ！ところで、言
い

い忘
わす

れたけど、左
ひだり

の写真
しゃしん

にもあるモミ・イヌガヤ・ツガは、

裸子植物
らししょくぶつ

ともいうんだよ。」 

オー君  「え！裸子植物
らししょくぶつ

？何
なん

だそりゃ？今日
き ょ う

は、いろいろな植物
しょくぶつ

の言葉
こ と ば

が出
で

てくるな。」 

花ちゃん 「またまた聞
き

いたことのない名前
な ま え

ですね。」 

オー君  「針葉樹
しんようじゅ

と広葉樹
こうようじゅ

のほかにまだあるの。」 

花ちゃん 「落葉樹と常緑樹のほかにまだあるの。」 

モンタ博士「裸子植物
らししょくぶつ

の『裸
ら

』とは『ら』と読み、『はだか』というなんだ。」 

オー君  「モンタ博士
は か せ

、何がはだかなんですか。」 

モンタ博士「つまりね、はだかとはね、子房
し ぼ う

がはだかでむきだしになっているんだ。反対

に子房
し ぼ う

が被
かぶ

っているのを被子
ひ し

植物
しょくぶつ

というけど、このお話はまたそのうちね。」 


